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研究要旨 陸上貨物運送事業における労働災害では、トラックの荷台か
ら墜落して被災する事例が数多くみられる。そこで当研究所では、荷役
作業時における墜落災害防止に関する厚生労働省委託事業を実施し、平
成 25 年の荷役作業の安全対策ガイドラインの基礎となるデータ 1)を提
供してきた。本年では、当研究所の研究成果として提案した荷台からの
墜落防止対策の普及の状況や諸外国での取組みについて調査を行った。 
 
 

Ａ．研究目的 
 陸上貨物運送事業における労働災害では、
荷役作業中の墜落・転落災害が死傷災害の
約３割を占め、その大半は、トラックの荷
台等で発生している。これらの墜落・転落
災害の防止を図る上での大きな課題の一つ
として、トラック等へ墜落・転落防止設備
の設置が技術的に整備されておらず、効果
的・根本的な対策の確立が強く求められて
いた。 
このような背景のもと、平成 20 年および

平成21年に実施された厚生労働省委託事業
では、トラック等に安全帯を取り付けるた
めの設備等や、荷役作業時における墜落・
転落災害を防止するための安全作業方法等
について、検討を行い、安全マニュアルを
作成するとともに、実行可能な墜落防止設
備として、４種類の工法の開発を行った。
本研究では、安全マニュアルおよびそれら
工法の普及状況について検討を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
 トラックの荷台からの墜落災害の典型例
としては、図１に示す①荷の積み卸し作業
中の災害、図２に示す②荷の締め作業中の
災害、図３に示す③荷のシート掛け作業な
どが挙げられる。そのため、これらの典型
事例に対する基本的な安全対策として、そ
れぞれ図４、図５、図６の対策として取り
まとめ、安全マニュアルに盛り込んだもの

である。 
また当研究所で考案した４種類の工法を

図７（トラック積載型の墜落防止設備：あ
おりの上に作業床を取り付けるタイプ）、図
８（トラック積載型の墜落防止設備：安全
帯取付設備を取り付けるタイプ）、図９（荷
主庭先据置型：あおりの上に作業床を取り
付けるタイプ）、図１０（荷主庭先据置型の
墜落防止設備：荷の横に墜落防止策を取り
付けるタイプ）に示す。 
図７、図８に示す工法は、トラックの荷

台に墜落防止設備を常時積み込んでおき、
任意の箇所での安全対策で利用できる点に
特徴がある。図７の工法では荷台に荷が多
く詰まれた状況において、作業床が確保で
きる利点がある。図８の工法では、安全帯
取付設備を確保し、特に当該設備を設けた
反対側での作業において、荷台から墜落・
転落自体の防止も期待できる。一方、図９、
図１０に示す工法は、墜落の危険自体を防
止できる点で有効な対策と考えられる。た
だし荷主庭先での作業に対策が限定されて
しまう点に制約がある。 
ガイドラインが制定されてから数年が経

過したが、今回の調査の結果、当研究所で
考案した工法に類似した製品が開発され、
市場に供給されているとの情報を得たので
当該製品の使用状況やその普及状況につい
て調査を行った。また諸外国での取組みに
ついても併せて調査を行った。 
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図１．荷の積み卸し作業における災害事例 
 
 

 
 

図２．荷の締め作業における災害事例 
 
 

 
 

図３．荷のシート掛け作業における災害事例 
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図４．荷の積み卸し作業における基本対策 

 

 
 

図５．荷の締め作業における基本対策 

 
図６．荷のシート掛け作業における基本対策 



34 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
トラック積載型の作業床をあおりに取り付けた状態 

 

トラック積載型の作業床を収納した状態 

図７．トラック積載型の墜落防止設備（あおりの上に作業床を取り付けるタイプ） 



35 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

トラック積載型の安全帯取付設備に安全帯をかけた状態 

 

支柱を接続した鋼管 

図８．トラック積載型の墜落防止設備（安全帯取付設備を取り付けるタイプ） 
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荷主庭先据置型の作業床をあおりに取り付ける前の状態 

 

荷主庭先据置型の作業床をあおりに取り付けた状態 

 

図９．荷主庭先据置型（あおりの上に作業床を取り付けるタイプ） 
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図１０．荷主庭先据置型の墜落防止設備（荷の横に墜落防止策を取り付けるタイプ） 
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Ｃ．研究結果 
トラックの荷台に資材を積み込む作業場

において、調査した結果を以下に示す。図
１１に示した墜落防止設備は、図９で示し
た荷主庭先据置型の墜落防止設備に類似し
たものである。本設備は、あおりの上に作
業床を設置するタイプと荷の横に墜落防止
策を取り付けるタイプを組み合わせた方式
となっている。図１２(a)に示すとおり、作
業床に取り付けられた４つの車輪により、
容易に移動・位置調整を行うことが可能で
あることが分かる。地上から荷台までの昇

降設備を備え、荷台の反対側および妻側に
は、手すり・中さん・つま先板を供えてい
る。荷積み・荷卸し作業では、その手すり
部分に安全帯を取り付け、荷台に上がって
作業を行うこととなる。なお、車体が長い
場合などでは、本装置を縦に２台設置し妻
側の部分で連結させることも可能となって
いる。現場では、複数の荷主庭先据置型の
墜落防止設備を用いて対策を講じていた。
作業者にコメントを求めたところ、設置が
容易で作業がしやすいとの事であった。た
だし課題として、トラックの荷台の高さが

 
図１１．現場で使用されていた荷台から墜落防止対策 

 

 
(a) 荷主庭先据置型の墜落防止設備を設置している状況   (b) 荷締め作業の状況 

図１２．現場での作業状況 
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トラックの種類によって異なるため、当該
設備と荷台の高さが合わない場合があるこ
とが挙げられる、とのことであった。様々
な種類のトラックに対応可能な製品が期待
される。 
 図１３に示したのは米国における安全大

会にて展示されていたトラックからの墜落
防止設備である。米国においてもトラック
の荷台からの墜落災害が発生しており、そ
の防止対策が必要とされているとのことで
あった。図１４に示すように、これらの機
材は荷台からの墜落防止のみならず様々な 

 
図１３．米国におけるトラック積載型の墜落防止設備 

 

図１４．当該設備は様々な用途として使用 
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図１５．日本における製品の動向 

 
用途でも利用されているようである。 
日本市場においても、トラックの荷台か

らの墜落防止対策のための製品が少しずつ
充実してきている。図１５に示したものは、
トラック積載型の墜落防止設備として日本
で製品化されたものである。図１５の左に
みられるような手すり付きの製品や同図中
央のようなシンプルな構造のものが製品化
されている。なおこの中央の写真で示した
製品のあおり部分を撮影したのが同図右の
写真である。上端部にｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ状のバネがつ
いており、トラックの荷台の高さに応じて、
昇降設備の長さを変えることができるよう
になっている。 
 
Ｄ．考察 
 
製品化されたトラック積載型の墜落防止

設備の土台となる部分は、軽量であるとと
もに、昇降設備を備えており、実用的なも
のとなっている。また昨年度と比較して製
品が多くなってきており、加えてトラック
の荷台の高さに応じて昇降設備の高さを調
整できるものに改良が加えられている点で
進歩が見られる。 
一方、製品化された荷主庭先据置型の墜

落防止設備については、完成度が高く、そ

の普及が望まれる。当該製品の課題として
は、昨年度と同様、作業床の高さとトラッ
クの荷台の高さの調整を簡易に行う方法を
整備することと思われる。 
 
Ｅ．結論 
本年の調査により、荷役作業の安全対策

ガイドラインの解説等で示された工法のう
ち、トラック積載型および荷主庭先据え置
き型の両タイプの墜落防止機材が実用化さ
れていることが分かった。また米国におい
てもトラックからの墜落防止対策が重要な
課題の一つとされており、様々な機材が製
品化されていることが分かった。 
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Ｆ．研究発表 
 特になし。 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
 特になし。 
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